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本館の職員数は，2011 年 3 月時点で常勤・非常
勤あわせて 65 名で，地震発生時は出張・休暇等で
不在だった職員を除き，60 名弱が館内にいた。





























































































































大学全体では「3 月 30 日に学生（18,572 名）と
教職員（非常勤含めて 11,590 名）の全員の安否確




































































































































































































































分〜17 時 15 分）とし，交代でデスクワークも行え
るように当番表を組むこととした。










震災翌日の 3 月 12 日（土）の昼に，友人である
アカデミック・リソース・ガイド株式会社の岡本真




























































































3 月 31 日（木）から 2 日間は，リーダー格の学
生数名がテスト的に職員の作業に加わり，それをふ
まえて週明けの 4月 4日（月）から本格的に活動を
開始した。4 月 6 日（水）に予定されていた入学式





































4 月 13 日（水）から 2週間，落下資料の整理を手
伝ってくれた。
こうして作業を行っている間も小さな地震は日常
的に起きていたが，4 月 7 日（木）23 時 32 分に発
生したM7.4 の地震は特に大きく，配架が完了して
いた学生閲覧室の図書を 3割以上落下させた。仙台






こととした。新学期が始まってからも 1日 3〜10 名
の学生たちが空いた時間を見つけて作業に通い，こ
の紐張りを担当してくれた。
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What we were able to do at the time: Tohoku University Librarys encounter with the Great East Japan
Earthquake
Abstract：On 11 March 2011, the Great East Japan Earthquake rocked Tohoku University Library. The
author reports on the activities of library staff and users the day of the quake, the damage done to the
building, shelves and collection, and the steps they undertook later with the cooperation with volunteers to
begin the recovery operations and re-establish library operations, and finally their current situation ten
months later.
Keywords：Great East Japan Earthquake / Tohoku University Library / risk management / disaster
recovery / volunteers
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